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会 議 録 

会議の名称 第１回つくば市男女共同参画審議会 

開催日時 令和元年７月１日（月） 開会 13:30 閉会 15:30 

開催場所 つくば市役所６階 全員協議会室 

事務局（担当課） 市民部市民活動課男女共同参画室 

 

出 

席 

者 

委員 関ユミ子、井出ゆかり、河村初枝、浦里晴美、土田

十司作、齋藤利弥、小原正彦、吉場勉、土井隆義、

土井裕人、生田目美紀、宇野信子、有光直子、小林

美智子、佐藤良子、村上善典 

その他  

事務局 

 

市民部：飯村部長、山田次長、大木市民活動課長 

男女共同参画室：横田室長、小田倉係長、橋本主事 

ワークライフバランス推進課：木村係長、稲毛田主任 

科学技術振興課：前田主査 

健康増進課：小野村統括保健師 

こども政策課：飯村課長補佐、中村主任 

産業振興課：渡邊課長補佐 

農業政策課：根本係長、新津主事 

教育指導課：岡野主任指導主事兼係長、伏谷主査 

生涯学習推進課：福田係長 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 １人 

非公開の 場合は そ

の理由 

 

 

議題 つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018 年度施策実施状況及び 2019 年度施策実施計画

について 

会議録署名人  確定年月日 平成 年 月 日 

会

議

次

第

 

１ 開会 

２ 新委員紹介 

３ 議事 

４ その他 

５ 閉会 
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＜審議内容＞ 

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）2018 年度施策実施

状況及び 2019 年度施策実施計画について 

 

会長：それでは、次第に従いまして、審議を進めてまいります。初めに、

（１）つくば市男女共同参画推進基本計画、2018 年度施策実施状

況及び 2019 年度施策実施計画について（２）審議会事前意見及び

回答について事務局より説明等をお願いします。 

 

事務局：配布資料に基づき説明 

 

会長：続いて審議に進みます。本日の審議では、28 の施策の 2018 年度

施策実施状況及び 2019 年度施策実施計画について審議を行い、本

会としての意見をまとめたいと考えております。なお、事前に審議

委員の皆様からいただいた御意見を、計画の審議会意見欄に仮置き

してあります。それでは、順に審議を進めていきます。 

   まず、施策１について審議を始めます。「前回の開催時の基調講

演は大変良かった。参加できなかった人にも内容を知らせてはどう

か。」との事前意見がありました。補足、その他ありましたら挙手

にて御意見をお願いいたします。 

委員：私も参加しましたが、とても良い講演だったのですが、参加者が

少なくて勿体なく感じました。市民の皆様に広く共有できればと思

います。ACCS でダイジェスト動画は流しましたか？ACCS だと一週

間から一か月程度で見られなくなってしまうので、HP に動画を貼

り付けるとかはいかがでしょうか。 

事務局：今回は ACCS から取材の依頼はありませんでした。講演内容の

動画配信については、講師によって不可の場合や、別料金がかかる

こともあります。ACCS から取材依頼があり、講師の許可が取れれ

ば、そういった方法を取ることも可能であると思います。 

委員：依頼があったらということではなく、動画を撮ってダイジェスト

的に流すことは可能だと思います。ACCS には、つくば市の広報番

組もあると思いますが、そのあたりを使って発信できないだろう

か。いい話をされても、参加者が少ないと勿体ないと思いました。

そういう場で PR できれば、次回の参加者増にもつながると思いま

す。次回は講師に動画撮影の可否について事前確認を行い、可能な
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限り、ダイジェストでも良いので動画配信を活用してはいかがでし

ょうか。 

事務局：ありがとうございます。講師に事前確認をしてみたいと思いま

す。 

会長：御意見を出された委員から補足をお願いします。 

委員：動画配信は難しい面もあるかと思いますが、広報や市のホームペ

ージなどで紹介をして、そこで興味を持った方には、図書館で著書

の貸し出しが可能ということとリンクしていければと思い、意見を

出しました。 

会長：ありがとうございました。施策１について、審議会意見としてま

とめます。「前回開催時の基調講演はたいへん良かった。参加でき

なかった人にも具体的に内容が伝わるような方法を考えてはどう

か。」という感じのまとめでいかがでしょうか。 

全員：異議なし。 

 

会長：続いて施策２の審議に移ります。補足説明をお願いします。 

委員：女性参加者 500 人が年次目標値になっているが、それは 2016 年

度末の 509 人というのが基礎になっているのは分かるが、2018 年

度の実績だと半分に満たないので、数値目標そのものの根拠を考え

ないといけないのではないだろうか。 

会長：ほかにございますか？ 

委員：成果・課題欄で「土日開催は男性も参加しやすい」となっていた

ので、働いている女性への意識が欠落していないかと意見したが、

「平日にお勤めされている方が」という表現に訂正してあるので、

たいへんよろしいと思います。 

会長：ほかに皆様から御意見ありますか？ 

委員：女性 500 人の指標については、計画策定時の議論の中で決まった

ものであるので、この指標でやっていくものだと思う。平成 28 年

度は 509 人の参加だったが、工夫したことや人気の高いセミナーな

どがあったのかわからないが、平成 30 年度は 212 人の実績だった。

このことについて、事務局で要因や考えていることがあれば伺いた

いと思います。 

事務局：平成 28 年度の基礎数値では、男性は少なく、女性は 500 人を

超えていました。当時は、男女共同参画に触れつつも、趣味的要素

の高いセミナーを中心に提供し、集客することを意識していまし
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た。新しい計画になって、趣味的要素から一歩踏み込んで、男女共

同参画についての学びの機会を提供するセミナーを増やした背景

はあります。学びを意識した講義形式のセミナーは、定員にならな

いことも多かったです。一方で、人気の高いセミナーでも、会場の

都合や講師による個別指導の関係から定員を定めなくてはならず、

定員いっぱいのためお断りをせざるを得ないこともありました。確

かに参加者指標 500 人の達成の難しさはありますが、内容の濃いも

のを提供し、かつ参加者を増やしていけるよう努力していきたいと

思っております。 

委員：15 回のセミナーの内容と参加人数と定員が一覧でわかる資料が

あれば提供していただきたいです。 

事務局：テーマ、定員、参加者数、男女比等を一覧にした資料を作成し、

議事録の確認資料と合わせて送付します。 

委員：数値目標の決め方ですが、15 回の合計人数ではなく、１回のセミ

ナーで何人以上としたほうが、数値的に無理がないのではないでし

ょうか。500 人の数値目標を５年間達成できなかったら、ずっと△

評価となるので、それはやはり数値目標の立て方としてはおかし

い。数値目標の立て方を、もう少し根拠のある形にするよう検討し

たほうが良いのではないでしょうか。 

事務局：計画に対する数値目標が 500 ということですが、前年の計画策

定時に審議委員の皆様で議論を重ねていただきました。達成が難し

いからと言って、一年で下方修正するのはなかなか難しいかと思い

ます。目標をクリアするために数値を下方修正してでも達成するこ

とが望ましいのか、それとも高い目標値に向かって試行錯誤しなが

ら事業を展開することが望ましいのか、その辺りは非常に難しいと

ころではあります。 

委員：達成できなければ意味ないと思ってしまいます。 

事務局：おっしゃることもよく分かります。重々理解した上ですが、５

年間は計画のまま指標 500 人で進めていきたいと考えております。 

会長：指標の数値自体はしばらく変える機会がないということで、書面

上は 500 ということで進むということですね。 

事務局：はい。 

会長：審議会意見のまとめとしてはどうでしょうか。 

副会長：とりあえず５年間は進めていくにしても、その後のこともあり

ますので、「今後は再検討を要する」という形で意見としては残す
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ほうが良いと思います。 

委員：数値をクリアすることは本来の目的ではありません。男女共同参

画社会の実現が本来の目的であり、そのためにいくつかの指標を持

っていると思います。今回、数値のクリアはできなかったが、なぜ

参加者が少なかったかを踏まえしっかりと意見交換を行い、次年度

以降もっとたくさんの方に参加してもらえるように、開催日時やテ

ーマや講師などを変えていく必要があります。そのためにも数値目

標の指標 500 は掲げておくべきだと思います。指標の数値をクリア

することと、本来の目的に向かって試行錯誤していくことでは、後

者のほうが大事だと思っています。いくら良い講座でも、多くの方

に参加していただけなければ世の中変わっていかないというとこ

ろの指標だと思うので、指標よりも内容について審議すべきではな

いかと思います。 

副会長：指標達成度が△、計画達成度が B 評価となっているところに若

干の違和感を覚えます。500 という数値に妥当性があるかどうかは

別としても、指標を達成していないのにも関わらず、なぜ B 評価と

なったのか説明をお願いします。 

事務局：分かりにくくて申し訳ありませんでした。計画達成度の評価基

準については、指標にとらわれずに当初立てた計画を達成できてい

れば B 評価としてあります。この施策では、セミナーを 15 回開催

することと、お子様連れ参加者のための保育環境を整えることを、

当初の目標に掲げました。指標は達成できなかったが、計画は達成

したので B 評価といたしました。指標を超えたうえで、計画を達成

した場合は、最高ランクの A 評価にするという基準で評価をいたし

ました。 

副会長：説明ありがとうございます。指標達成度が△であるにもかかわ

らず、計画達成度が B 評価ということだと、指標達成度は必要なの

かということになりかねないので、審議会としての意見は記載する

べきだと思います。 

会長：補足説明がないと理解できない状況だと、市民の皆様に公開され

たときには説明ができないので、記載しておくべきだと思います。

意見の書き方としては、「指標については、今後再検討をしてはど

うか」ということでいかがでしょうか。 

全員：異議なし。 
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会長：続いて施策４の審議に移ります。補足説明をお願いします。 

委員：実施の具体的な内容の記載が欲しいと意見をしました。 

事務局：具体的内容を記入して修正いたします。 

会長：意見欄にもそのまま記載をお願いします。 

委員：口頭ででもこの場で説明いただければお願いします。 

教育指導課：小学校、中学校の義務教育学校において、道徳の時間や学

校集会などで、人権尊重や男女平等についての人権教育等を実施し

ています。 

委員：もう少し詳しく記載していただきたいが、記載の内容については、

これから各学校調べていただけるのでしょうか。 

会長：後日、より詳しく記載をお願いします。 

 

会長：続いて施策５の審議に移ります。補足説明をお願いします。 

委員：：つくばスタイル科は、教科横断的な学習が非常に多いので、男

女共同参画の視点だけに絞り込むのは難しいので、つくばスタイル

科だけではなく、例えば道徳科や学校行事などの広い視点から取り

組んではいかがかと思いました。 

委員：男女共同参画の視点がスタイル科だけでは難しいのでは、という

御意見だと思いますが、具体的には例えばどういうことを入れると

男女共同参画の視点が入った授業になるのか教えていただきたい

です。 

委員：回答にもありますが「自分らしさ」「人との関わり」はスタイル

科の中だけでは納まらないものであり、まさしく道徳に関わってく

るものであります。つくばスタイル科以外に広げるということは、

「人間らしさ」などの道徳の領域に入っていくものと考えていま

す。 

委員：ありがとうございます。審議会意見としては、2019 年度の計画で

「つくばスタイル科キャリア単元について」となっているが、内容

的には道徳の内容にかかわることなので、道徳の授業の中でも男女

共同参画の視点で実施して、実施内容を報告していただくことが良

いのではないでしょうか。 

会長：まとめます。審議会意見は「男女共同参画の視点を、スタイル科

に限定せず道徳の授業にも広げてはどうか」ということでよろしい

でしょうか。 

全員：異議なし。 
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会長：質問ですが、2019 年度の実施計画欄はこれから修正することは

可能ですか。 

事務局：2019 年度については、本日の審議会の意見を踏まえた上で直

せるものについては修正いたします。 

副会長：新たに審議会意見を踏まえて反映した資料の冊子ができるとう

いう理解でよろしいでしょうか。 

事務局：はい。 

 

会長：続いて施策９の審議に移ります。補足説明をお願いします。 

委員：雇用の形態についての定義が明確でないので、きちんと区別して

定義する必要があると思いました。 

産業振興課：前提条件として、正規雇用や非正規雇用の法律上の定めは

ありません。一般的には正規は無期雇用の方、非正規は有期雇用の

方という分類であるが、調査によってはそうではないものもあり明

確な定めはない状態です。現在つくば市では、常時雇用と臨時雇用

の数値しか持ち合わせておりません。指標は正規雇用となっている

ので、今のところ正規雇用欄に常時雇用の数値を入れております。

国へ働きかけをして、つくば市の中での正規雇用、非正規雇用の区

分で数値を出していただけるようお願いをしております。これまで

つくば市は正規雇用≒常時雇用としていたが、そうとも言い切れな

いことが判明したため、次回以降はクリアな定義で報告できるよう

にいたします。 

会長：ありがとうございます。審議会意見としては「雇用の形態につい

ての内訳が分かるように記載してはいかがか」として、2019 年度

の実施計画欄にも、「雇用件数の明確化を進めている」ということ

を記載すればより良くなると思います。 

事務局：そのようにさせていただきます。 

副会長：この施策も計画達成度が B 評価、指標達成度が△となっている

ので、具体的な根拠を補足説明しておく必要があると思います。 

委員：計画達成度と指標達成度があり、それぞれで評価していると思う

が、「計画達成度」というと指標も含めて達成しているように見え

てしまうので、「計画実施度」という表現にしたほうが分かりやす

いのではないだろうか。 

事務局：御指摘のとおり、「計画実施度」としたほうが皆様含め市民の

方も理解しやすいかと思います。「計画実施度」の表現に修正した
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いと思います。いかがでしょうか。 

全員：異議なし。 

会長：たいへん分かりやすくなったと思います。その方向でよろしくお

願いいたします。 

 

会長：続いて施策 11 の審議に移ります。補足をお願いします。 

委員：充実した内容になったので A 評価というのはいかがなものか。指

標達成度は良いとしても、自己評価が甘すぎる気がします。 

農業政策課：御指摘ありがとうございます。茨城県県南農林事務所つく

ば地域農業改良普及センターと共催して、自治体単体では招へいで

きないような講師を迎え充実したセミナーを行ったので担当課と

しては A 評価としましたが、御指摘のとおり B 評価にさせていただ

きます。 

委員：A 評価とするのであれば、市民が理解できるような根拠を踏まえ

て記入したほうがよいと思います。 

副会長：計画の半分であれば計画実施度は C 評価となるのではないでし

ょうか。 

委員：４回の予定だったが、共催することで通常の４回のセミナーより

充実した内容となったのであれば、その理由を明記することで概ね

順調という B 評価でも良いと思います。 

委員：家族経営協定はとても難しいことで、すごく伸びたと思って驚い

ているのですが、基礎となった数値 193 件から２年間で 10 件も増

えたということは、とても評価できることだと思います。セミナー

の回数も大事だが、実績として家族経営協定締結数が増えており、

内容が良くたくさんの方が参加されたとかの記載をすることで C

評価にすることはないと思います。 

会長：担当課様いかがでしょうか。 

農業政策課：ありがとうございました。御指摘のとおり、内容の文言を

修正して達成度は B ということでよろしいでしょうか。 

全員：異議なし。 

会長：実施状況に充実した内容について書き加えて、評価は B というこ

とでお願いします。審議会の意見としては「セミナーの実施回数は

半分だが、内容は充実しており B 評価が妥当である。」ということ

でよろしいでしょうか。 

全員：異議なし。 
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会長：続いて施策 12 の審議に移ります。補足説明をお願いします。 

委員：常陽リビングに載せるのは勿体ないと思いました。ほとんど広告

なので見ない人も多いと思います。 

会長：質問ですが、広報つくばにも載せましたか？ 

科学技術振興課：広報つくばに掲載はしておりませんが、市のウェブサ

イトにその都度アップしています。 

会長：公的なところを優先して、実績欄には市のウェブサイトで紹介し

たことを先に記載してもらったほうがよろしいかと思います。 

委員：市報は、月１回発行で２か月前ぐらいに原稿を提出し、紙面もい

っぱいで中々融通が利きにくい。常陽リビングは毎週発行で、見て

いる方は見ているので、一面に出ると結構話題になります。民間の

力を活用することは非常に大事なことと思うので、記載順は逆にな

っても、引き続き常陽リビングに協力してもらいながら続けていっ

ていただければと思います。 

会長：実績状況の上下を入れ替えて記載をお願いいたします。続いて補

足説明をお願いします。 

委員：中高生理工系進学応援シンポジウム・リケジョサイエンス合宿は、

主催が茨城県と筑波大学となっているが、つくば市の実績として記

述して良いのか疑問に思いました。また、女子のみが強調されるこ

となく、男女問わずに参加できる中高生理工系進学応援シンポジウ

ムについて次年度の施策として強調していただけるとありがたい

と思います。また、計画には保護者に対する取り組みが計画にあっ

たような気がしたので、確認したいと思いました。 

科学技術振興課：保護者セミナーについては、今年度の計画に書き加え

させていただきます。 

会長：審議会意見として「保護者に対する取り組みも進めていただきた

い」としてはいかがでしょうか？ 

全員：異議なし。 

委員：リケジョサイエンス合宿については、JST（科学技術振興機構）

の女子中高生の理系進路選択支援プログラムで実施していた事業

だと思います。確か平成 30 年度で事業としては終了となり、その

後は市へ事業移管となるために、このような記載となっていると推

測します。また、今時「リケジョ」と言ってよいのかというのは、

確かに気になるところではありますが、一方で、理学部や工学部系
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が従来どおりやっていて、男子学生ばかりになったときに、学生数

の減少でレベルが下がっていくことを本気で心配しないといけな

い状況ではあるので、ある意味まだまだ「リケジョ」なのかなと思

う部分もあります。 

科学技術振興課：JST からの補助は平成 29 年度で終わっていて、昨年

度は茨城県からの補助をもらい実施しておりました。今年度は、大

学と県と市で共催という形で進めていく予定となっております。リ

ケジョについては、つくば女性研究者支援協議会の中でも「リケジ

ョという言葉自体がどうなのか」という話題が出たのですが、女性

研究者の方たちは「リケジョと呼ばれて自分はどうか」について「特

に悪い気はしない」という意見が多数だったので、今の段階では「リ

ケジョ」という言葉をそのまま使っていこうとなっている状況で

す。 

会長：ありがとうございます。審議会意見としては、今話し合ったこと

を、事務局で整理して記載していただきたいと思います。よろしい

でしょうか？ 

全員：異議なし。 

事務局：承知しました。 

委員：常陽リビングの読者層ですが、今の若い方たちはほとんど新聞を

取っておりません。紙媒体で情報を得るのは、60～70 代の方が中

心です。以前は常陽リビングに出すと反響が大きかったですが、今

は以前ほどではありません。審議会意見として、「広報活動に使う

メディアについても、今後更なる検討をお願いしたい。」というこ

とでいかがでしょうか。 

全員：異議なし。 

会長：そのことも加えていただいてまとめをお願いいたします。 

事務局：承知しました。 

 

会長：続いて施策 13 の審議に移ります。補足をお願いします。 

委員：アンケートの結果で特徴的なことがあれば教えて下さい。民間企

業へ育休が浸透していないのか、制度を知ってはいても実施ができ

ないのか分かれば教えてください。 

産業振興課：アンケートの結果、75％近くの企業が男性の育休を導入し

ていますが、これまで取得実績は 1 件もありませんという企業がほ

とんどでした。御指摘のとおり、実際に育児環境下にあって取れた
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のかどうかのアンケートをしておりませんので、その理由を「浸透

していないため」と決めつけるのはどうかと考えております。今年

度実施しているヒアリングでは、「育児環境下の人で、どれくらい

取れているか」という聞き方にしており、背景を含めて追跡してい

きたいと思っております。また、取得していないところでは周りの

理解が足りていない部分もあると、ヒアリングの中で聞かせてもら

っていますので実態の把握に努めたいと考えております。いずれに

しましても浸透という言葉は実態と合っていないため、訂正させて

いただきたく思います。 

会長：回答がとても分かりやすいので、成果・課題欄を書き直していた

だくようお願いいたします。審議会意見としては「より実態がわか

るようなデータ収集をお願いしたい」とまとめたいと思います。ま

た、今、お話しいただいた今後についてのことを 2019 年度実施計

画に書き加えていただきたいと思います。いかがでしょうか。 

全員：異議なし。 

 

会長：続いて施策 14 の審議に移ります。マタニティブルーズが正しい

ということで、すでに訂正してあります。こちらでよろしいでしょ

うか。 

全員：異議なし。 

 

会長：続いて施策 15 の審議に移ります。委員から「2019 年度の計画に

新規項目が入り進化しているところが評価できる」と意見がありま

すが、このまま審議会意見としてよろしいでしょうか。 

全員：異議なし。 

 

会長：続いて施策 16 の審議に移ります。委員から「移動型のあかちゃ

んの駅は大変良い。市のイベントだけでなく、後援・共催イベント

でも利用できるとより良い。」とありますが、このまま審議会意見

としてよろしいでしょうか。 

全員：異議なし。 

 

会長：続いて施策 18 の審議に移ります。補足をお願いします。 

委員：今年度、つくば市の審議会等を 12 件ほどあて職で受けておりま

す。いろいろな審議会に出させていただいておりますが、やはり女
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性委員は少ないとの印象があります。回答にもあるように、今後い

ろいろな審議会等に女性委員を登用していただきたいと思います。

もう一点は、今回の審議委員の選任にあたって、校長会の代表であ

れば女性の校長を代表として選任してほしいと申し入れをしたが

断られてしまいました。今後、配慮いただけたらという意見を提案

いたしました。 

会長：審議会意見としては「次年度からの推進に向けて、各審議会にお

いて、女性委員がどれ位登用されているのか、また、”規約”等の

改正により、どの程度の審議会で実績をあげていけるのか検討する

べき。」ということでよろしいでしょうか？ 

全員：異議なし。 

委員：確認したいのですが、審議会の事務局から「できない」と言われ

たのでしょうか。 

委員：女性校長の参加を打診したところ、事務局から「規約上できない」

との回答がありました。 

委員：役職として校長会の会長となっているので、会長が女性校長でな

いといけないということですか。そこで、規約の見直しができない

かとの提案だと思いますが、それは可能なのですか。 

事務局：各種団体の代表者として規則で定められております。代表者と

いうのは、その中の誰かが代表になるということではなく、その会

の長という意味での代表者でございます。女性が会の代表になられ

る方がまだまだ少ないということが、根本原因だと思っておりま

す。なお、男女共同参画審議会においては、男性委員のほうが実は

貴重で、これ以上男性の委員の数を減らせない状況もありまして、

Ａ委員にぜひ引き受けていただきたかった次第でございます。 

委員：区長会の会長もそうだと思いますが、会長のあて職でたくさんの

会議に出られて、本当は会議で受けたことを元団体に戻ってしっか

り協議したいところなのに、あまりに会議が忙しくて十分に団体の

意見を集約できずに参加されているケースもよくあります。それぞ

れの会議に関心の高い方や、副会長や支部長等に手分けして出てい

ただければ、もっといろいろな分野に皆様の意見が反映できるはず

といつも思います。規約の中の「団体の代表者」という解釈を、ど

うしても会長ではないといけないのかということを、ほかの会議の

ことも含めてですが、もう少し市の内部で検討していただけないか

と思います。 
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委員：まったくそのとおりです。本当にそう思います。何も知らないの

に、「おまえが会長だから行け」と言われます。バスに乗ったこと

がないものが、バスの問題に行きなさいと言われる。ところが、仲

間にはバスを利用している者がいる。そういう人たちの意見を聞い

たほうが良いと思い提案しても、規約で拒否されてしまう。 

委員：依頼する側も、会長に推薦依頼を出して、例えば「学校長会とし

ては○○校長をその審議会に推薦します」ということで、学校長会

で決めていただければ行政の方も柔軟な対応が取れるのではない

でしょうか。 

委員：この問題は、適任者をどうやって出してもらうかということだと

思います。バスのことであればバスを使っている方であるとか、そ

このところが重要だと思います。指標に、男性、女性比率とありま

すが、最初この施策を見て、私は男性枠、女性枠どちらなのかとい

う思いがありました。私は、「男性枠、女性枠ではない枠でセクシ

ャルマイノリティの立場からお願いします」という趣旨だったの

で、委員を引き受けました。最終的な大目標がなにかということ、

それを実現するために何が適切な実現方法かということが重要で

あって、数値やカテゴリーにとらわれすぎない発想が、多くの場面

で必要になると思います。 

副会長：少数意見かもしれませんが、私は代表者に来ていただくことに

も意味があると思います。その分野に詳しい方が集まると、情報は

そこだけにとどまってしまい、団体全体に広まらない可能性もある

と思います。その点を考えると、やはり代表者に来ていただくこと

にも意味があると思います。 

会長：ありがとうございます。私の個人的意見を申し上げると、審議会

等の委員：を選出する時に、「性別にこだわらずに全体のバランス

を取る」という考え方を、男女共同参画室発信で、庁舎全体で広げ

ていただければと思います。ある審議会では、性別に○がついてい

る状態の名簿を配られたことがあり、とても驚きました。よろしく

お願いいたします。 

 

会長：続いて施策 19 の審議に移ります。数値についての回答がありま

したので、そちらを確認することで、特に意見はなしということで

よろしいでしょうか。 

全員：異議なし。 
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会長：続いて施策 21 の審議に移ります。補足説明をお願いいたします。 

委員：ハラスメント苦情処理委員会は設置されなかったが、公布案が作

成済みということで、審議会としては評価 B が適切かどうか確認し

たいと思いました。 

委員：2019 年度は新規制定するのでしょうか。 

ワークライフバランス推進課：2018 年度から内容の検討をすすめてお

り、苦情処理委員会などを盛り込んだ原案はほぼ作成済みです。 

会長：達成度については B 評価として、委員会意見として期待をこめて

「ハラスメント苦情処理委員会の早急な設置を期待します」という

ことでよろしいでしょうか。 

全員：異議なし。 

会長：施策 21 については、もう一件御意見が出ております。補足説明

をお願いします。 

委員：パワハラ防止の施策や変更が検討されているかということを確認

したく意見いたしました。公布案は策定済みということですが、ど

こかで見ることは可能でしょうか。案なのでまだ表には出せないも

のでしょうか。 

ワークライフバランス推進課：これから職員向けの周知になりますの

で、現時点ではまだ公開できない状況です。 

委員：出来上がったら、職員だけのものでしょうか、私たちも見ること

はできるのでしょうか。 

ワークライフバランス推進課：条例上、規定ということで策定しており

ますので、例規集などから閲覧は可能となります。 

委員：委員に配ってもらうことは可能でしょうか。 

ワークライフバランス推進課：規定策定後でしたら可能です。 

委員：ありがとうございます。出来上がった時に資料をいただければと

思います。 

副会長：先ほどの意見ですが、最終的に担当課で B 評価されることは構

わないのですが、審議会としては「再検討をお願いします」という

意見は残しておいても良いのではないでしょうか。それで、理由を

含め記入してもらい、改めて B 評価だったという形がよろしいかと

思います。 

全員：異議なし。 

会長：では、そちらも審議会意見として書き加えていただくようお願い
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いたします。 

事務局：了解いたしました。 

 

会長：続いて施策 22 の審議に移ります。補足説明をお願いいたします。 

委員：個別対応の実施はたいへんなことだと思いますが、とても大切な

ことなので続けていただきたいと思いました。 

会長：審議会意見としては「個別対応は手間がかかりたいへんだが、良

い結果を生むのでぜひ続けていただきたい」ということでよろしい

でしょうか。 

全員：異議なし。 

 

会長：続いて施策 27 の審議に移ります。補足説明をお願いいたします。 

委員：「計画に記載します」と回答をいただいておりますので、補足は

特にありません。よろしくお願いいたします。 

委員：一時保護所の話ですが、「近隣にあることが望ましいとは限らな

い」とのことですが、詳しい説明をお願いいたします。 

事務局：一時保護施設に避難される方は、身の危険がひっ迫した状態に

ある方です。一時保護施設は外部との連絡手段を断つために、また

位置情報などが特定されないよう、スマホや携帯電話の持ち込みは

不可となっております。一方、DV 加害者は相手を探し追ってくる

ため、施設は非公開となっていても近隣にある建物であれば「そこ

が一時保護施設である」と分かってしまう恐れがあり、乗り込んで

こられる可能性も否定できません。被害者保護の観点からも、ある

程度の距離感を確保することは、望ましいことと考えております。 

委員：緊急時の搬送は、市で対応されているのでしょうか。 

事務局：はい。つくば市の実績では３年前が最後のケースとなっており

ますが、一時保護施設へ搬送した事例は何件もございます。 

会長：ありがとうございました。審議会意見としては「市・県・NPO と

の連携を計画に加え、施策内容のさらなる充実を期待します。」と

いうことでよろしいでしょうか。 

全員：異議なし。 

 

会長：続いて施策 28 の審議に移ります。こちらは文言の修正というこ

とで、すでに修正済みとなっておりますのでこちらでよろしいでし

ょうか。 
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全員：異議なし。 

 

会長：続いて、全体についてですが、御意見をいただいております。「実

績記述に具体的な記述があると分かりやすい」「自己評価、達成度

について基準がばらついている感がある」とありますが、この審議

会の流れの中で「計画達成度」を「計画実施度」と表現を変えるこ

とになり、多少明確になったと思います。また、「市の行政の守備

範囲の広さと対応には御苦労が多いと思います。市民の立場立場で

要求や考え方が違うでしょうから、どうしても情報の提供が主で、

『選択するのはあなた』という施策にならざるを得ない部分もある

と理解しました。お疲れ様です。」との御意見もいただいておりま

す。 

委員：2019 年度計画の欄に、数値的なものや具体的な計画等が分かっ

ているものは、差し障りのない限りより詳細に記載されてはいかが

かと思いました。 

事務局：できる限り具体的な記入を心がけたいと思います。 

 

会長：続いて審議事項ではありませんが、情報共有としてその他の御意

見に進みたいと思います。 

委員：市で SDGｓの部署が立ち上がったということをお聞きしました。

特に SDGｓのゴールの５は密接に関わってくると思うので、今後の

見通しや連携などをお聞きしたいと思いました。なかなか部署間の

連携は難しいこともあるかと思いますが、今後の連携についての可

能性を排除しないで、必要な時に必要なことを連携しながら進めて

いただきたいと思っております。 

 

会長：続いて、パートナーシップ制度について御質問をいただいており

ます。 

委員：先日、新聞を読んでいたらこの記事が目に留まって、市でもぜひ

推進してほしいと思っております。 

委員：県の同性パートナーシップについては、大学での対応も含め情報

収集をしていたところですが、やはり県と市では対応範囲の違いな

どがありますので、すぐには市として何かをするということにはな

らないだろうとは感じていました。一方で、大学や具体的な職場な

どで、同性パートナー宣誓の書状が出てきた場合にどういう対応を
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するかなどは、市で直接対応することより多いかもしれないし、市

民生活として考えた場合の影響はそちらのほうが先に出てくると

思います。筑波大学では、この制度に対応して動いていく予定であ

ることを、この場で共有させていただきます。 

 

会長：ありがとうございます。本日の審議会では、いろいろと学ぶこと

が多くたくさん情報が得られたと思います。事前意見をいただいた

施策については、本日の審議会意見をまとめて修正して記載するこ

とでよろしいでしょうか。また、それ以外の施策については一括し

て「計画の適正な実施を期待します」という文言でよろしいでしょ

うか。 

全員：異議なし。 

 

会長：他に御意見・御質問はございませんか。 

委員：資料１の中に、施策番号が記入されてない幼児保育課等のものが

ありましたが、これはどういった扱いになるのでしょうか。 

事務局：番号のない施策については、別計画「つくば市子ども・子育て

支援プラン」等での進行管理を行っております。つきましては、男

女共同参画推進基本計画及び当審議会では、指標の報告だけとなっ

ております。 

 

会長：他に御意見・御質問はございませんか。 

委員：先ほど、「計画実施度」と「指標達成度」が違う性質であること

は理解しましたが、それならば両者は連動させないほうが良いので

はと思いました。指標達成度が◎でないと、計画実施度がＡ評価と

ならないという連動はさせないほうがよろしいかと思いますが、い

かがでしょうか。 

事務局：事務局でも、連動するべきかどうか悩んだ末に、最高評価のＡ

評価については連動させて評価しようと思い、このような基準とさ

せていただきました。この件については、審議会の皆様に御意見を

いただき柔軟に対応したいと思います。それぞれを独立させて考え

たほうがよろしいでしょうか。 

副会長：実施度と達成度を分けて考えたほうが良いと思います。 

委員：私も混乱しました。分けたほうが良いと思います。 

全員：異議なし。 
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事務局：了解しました。凡例を修正したいと思います。計画実施度Ａ評

価については「当初の計画以上に施策を実施した」とします。「か

つ、指標が当該年度の目標値を上回った」という文言は削除いたし

ます。 

 

会長：他に御意見・御質問はございませんか。 

委員：数値目標の件で一言だけ言わせてください。数値目標を作ると危

ないものもあります。例えば施策 28 の、セクシャルマイノリティ

関係で「当事者からの問い合わせが何件あった」「つくば市で同性

パートナーシップ宣誓が何件あれば県内で一番か」などという発想

をすることは、極めて危険であります。セミナーとかでも「当事者

が何人来ました」「何件問い合わせがありました」というものを数

値目標にすることは危険であります。施策によっては数値目標自体

が馴染まない、もっと言えばむしろ不適切になる時もあるというこ

とを前提としていただきたいと思います。 

 

会長：他に御意見・御質問はございませんか。ないようですので、私か

らのお願いですが、資料を更新するたびに表紙が同じものだと分か

りにくいので、できれば作成日付を記載していただけるとありがた

いと思います。 

事務局：はい。日付を入れることで対応したいと思います。 

 

会長：以上で審議を終了させていただきます。本日は慎重な審議、そし

て円滑な議事運営に御協力いただきありがとうございました。進行を

事務局にお返ししたいと思います。 

事務局：本日の会議録を後日郵送いたしますので、御確認をお願いしま

す。あわせて、セミナーの資料についても同封させていただきます。

なお、今年度の審議会は、市長から突発的に諮問がなければ、本日

で終了となります。次回は、来年に予定しておりますので、よろし

くお願いいたします。それでは、これをもちまして、つくば市男女

共同参画審議会を閉会いたします。本日はありがとうございまし

た。 

 

                          閉 会 
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令和元年度 第１回つくば市男女共同参画審議会次第 

 

令和元年７月１日（月）13:30 ～ 15:00  

市役所６階 全員協議会室 

 

１ 開 会 

 

２ 新委員紹介 

 

３ 議 事 

（１） つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022） 

2018 年度施策実施状況及び 2019 年度施策実施計画について 

（２） 審議会事前意見及び回答について 

   （３） 施策に関する審議会意見について 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 



2019年度施策実施計画

資料　１

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況



平成30年度つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）評価一覧表

A B C D － ◎ ○ △ －

1 １　男女共同参画会議の開催 男女共同参画意識の幅広い啓発と、市民の交流促進を図るため、男女共同参画会議を開催します。 ○ ○

2 ２　男女共同参画を推進するためのセミナー開催 男女共同参画に関する意識の向上を図り、能力や行動力を高めるため、セミナーを開催します。 ○ ○

3 ３　男女共同参画情報発信 男女共同参画に関する取組や関係法令について、広報紙・ホームページ・イベント等で意識啓発や情報提供を行います。 ○ ○

4 １　学校での男女共同参画の視点に立った教育 学校教育全体を通じて、人権の尊重、男女平等、相互理解・協力について指導を行います。 ○ ○

5 １　学校での男女共同参画の視点に立った教育 小中学校において、児童生徒が将来社会の一員として役割を果たしていくため、それぞれの個性や能力が発揮でき、自立して生きていくためのキャリア教育を行います。 ○ ○

6 ３　男女共同参画の視点に立った防災体制の確立 １　女性の視点を取り入れた防災計画・防災体制づくり 災害時における女性のニーズに対応できるよう、女性の視点を取り入れた防災計画・防災体制づくりに努めます。 ○ ○

7 ４　国際的な男女共同参画の動向理解 １　各国の男女共同参画施策の情報収集・紹介 各国の男女共同参画の取組情報を収集し、紹介します。 ○ ○

8 １　一般事業主行動計画に関する啓発 女性活躍推進法により、一般事業主行動計画策定が努力義務となっている事業主に対し、策定・推進のための情報提供を行います。 ○ ○

9 ２　就業関連情報提供及び再就職・職場復帰の支援 国・県等と連携し、新しい就業形態などに関する情報の収集・提供を行います。また、つくば市ふるさとハローワークにおいて、職業相談、職業紹介を行い、再就職及び職場復帰を支援します。 ○ ○

10 ３　起業・創業を目指す人への情報提供・資金面の援助 各種セミナーや支援制度の情報提供を行います。また、各支援機関と連携し、相談業務を行います。 ○ ○

11 ４　女性の参画が少ない分野での支援 家族経営協定の普及啓発を行い、快適な労働環境づくりを促進します。また、女性の能力・感性等を生かした新しい産業の創出が図れるよう、６次産業化のためのセミナー等を開催します。 ○ ○

12 ４　女性の参画が少ない分野での支援 大学・研究機関・企業等と連携し、女子生徒や保護者等に対し、科学技術を身近なものとする取組を進めるとともに、ロールモデル（具体的な行動や考え方の模範となる人物）の紹介等を通じ、理工系女性の人材育成を推進します。 ○ ○

13 １　男性の育児・介護休業取得を促進するための企業への情報提供 市内事業者に対し、国や県の支援・助成制度や優良事例などの情報を提供し、制度利用を促進します。 ○ ○

14 ２　男性の家庭生活への参画促進 妊娠・出産・育児について、家族で正しい知識を持ち、積極的な育児参加ができるよう、講座を開催します。 ○ ○

15 ２　男性の家庭生活への参画促進 両親子育て教室を開催し、家庭における男女の役割分担などについて考える機会を提供します。 ○ ○

16 ２　男性の家庭生活への参画促進 子育て家庭が外出しやすい環境を整備するため、授乳やおむつ替えスペースを設置した施設をあかちゃんの駅として登録し、情報提供を行います。 ○ ○

３　育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり 仕事と育児の両立を支援するため、保育ニーズに即した保育体制の強化等サービスの充実を図ります。（「つくば市子ども・子育て支援プラン」により推進） ○

３　育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり 仕事と育児の両立を支援するため、保育ニーズに即した保育体制の強化等サービスの充実を図ります。（「つくば市子ども・子育て支援プラン」により推進） ○

３　育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり 仕事と育児の両立を支援するため、児童の遊びと生活の場を提供する放課後児童クラブの活動を推進します。（「つくば市子ども・子育て支援プラン」により推進） ○

３　育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり 仕事との両立や介護離職を防止するため、ニーズに応じた介護サービスの充実を推進します。（「つくば市高齢者福祉計画」により推進）

17 ４　労働環境改善のための情報提供・啓発 仕事と家庭生活を両立するため、長時間労働の是正や年次有給休暇取得の促進、さらにハラスメントの防止等の労働環境改善のための情報提供を行います。 ○ ○

18 ３　市政における女性の参画促進 １　審議会等委員の女性委員の登用 市政運営において、女性が自らの能力を十分に生かし、様々な分野で政策や方針決定に関わり、意見や考え方を反映させることができる環境づくりを進めます。 ○ ○

19 １　女性職員の管理職等登用の推進 女性が管理職を目指せるような職場環境の整備に努め、能力と適性に応じ、管理職登用・昇任を進めます。 ○ ○

20 ２　育児休業・介護休暇等が取得しやすい環境づくり 男女がともに育児休業、介護休暇及び看護休暇制度を活用することができる職場の雰囲気づくりに努めます。 ○ ○

21 ３　職場におけるハラスメント防止対策の推進 職場等におけるセクシャルハラスメント・パワーハラスメントに関し、研修を通して職場単位での防止に努めます。また、相談員を配置し、相談体制の充実に努めます。 ○ ○

22 ４　男性職員の育児休業取得促進 男性職員の育児休業取得を奨励し、２週間以上100％の取得を目指します。 ○ ○

23 １　配偶者等暴力（DV)根絶のための啓発 １　DV防止のための広報・啓発 配偶者・パートナー等からの暴力は犯罪であるという意識の浸透と理解の促進を図るため、セミナーやホームページ等において、啓発活動を行います。 ○ ○

24 １　女性のための相談室の実施 夫婦・親子の問題、人間関係、DV（配偶者・パートナー等からの暴力）、生き方などについて、必要な情報を提供するとともに、女性が主体的に思考・行動できるよう、女性相談員が相談・支援を行います。 ○ ○

25 ２　相談員研修の充実 相談業務についての必要な知識や能力を身に付け、相談者のニーズに即した対応ができるよう相談員の資質を高めます。 ○ ○

26 ３　男性のための電話相談の実施 夫婦関係や家族、人間関係、仕事、生き方などの問題や悩みを抱えている男性に対し、男性相談員が相談・支援を行います。 ○ ○

27 ４　保護のための関係機関との連携強化 DV被害者への的確な支援を図るため、相談事例の情報交換を行うなど、関係機関相互による連携を強化します。 ○ ○

28 ３　性に関する差別の解消 １　性的指向や性同一性障害の理解を深めるための情報発信や相談支援 性的指向や性同一性障害の理解を深めるための情報発信を行います。また、このことで、悩み・問題を抱えている方に対し相談支援を行います。 ○ ○

4 23 1 0 0 6 1 5 19

【計画達成度】 【指標達成度】

Ａ：順調（当初の計画以上に施策を実施し、かつ、指標が当該年度の目標値を上回った） ◎：実績値が年次目標値を上回った

Ｂ：おおむね順調（当初の計画どおり施策を実施した） ○：実績値が年次目標値どおり

Ｃ：遅れ（当初計画した施策を一部実施できなかった） △：実績値が年次目標値を下回った

Ｄ：未実施（当初計画した施策を全部実施できなかった）　　　　　 ―：指標のない施策

―：終了（計画年度（2018～2022）途中に終了した施策）

施策番号

４　市と市職員が率先して行う取組

３　一人ひとりの人権の尊重

基本目標 施策

１　職業生活における活躍推進

２　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備２　あらゆる分野での活躍推進

２　相談体制の充実と被害者の保護

計画達成度 指標達成度

１　男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向性

 １　広報・啓発のさらなる推進　

２　男女共同参画意識醸成のための教育の充実

施策内容

- 1 -



担当課 男女共同参画室 施策番号 1 .

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 1 広報・啓発のさらなる推進

施策名 1 男女共同参画会議の開催

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

指標

－

審議会意見

2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

○実行委員会３回開催
○開催日：12月1日（土）10：00～13：00
・第13回つくば市男女共同参画推進標語「愛ことば」展
示・表彰式
・男女共同参画社会づくりに関する基調講演
・男女共同参画推進団体による活動紹介及びパネル
展示（パネル展示にあわせクイズラリー）
・こどもイベント（おもしろ理科実験）
・保育

○実行委員会開催(5/30、10/3、1/10)
○男女共同参画会議：12月1日（土）10：00～13：00
つくばカピオ　　参加者数：224名
・第13回つくば市男女共同参画推進標語「愛ことば」
展示・表彰式
・基調講演「笑って考える男女共同参画～男の家事が
社会を救う」講師：瀬地山角氏（東京大学教授）
・男女共同参画推進団体による活動紹介及びパネル
展示(19団体)
・こどもイベント（おもしろ理科実験、スポーツ鬼ごっ
こ）、保育を実施した。

○実行委員会３回開催
○開催日：12月14日（土）10：00～13：00　つくばカピオ
・第14回つくば市男女共同参画推進標語「愛ことば」
展示・表彰式
・男女共同参画社会づくりに関する基調講演
・男女共同参画推進団体による活動紹介及びパネル
展示（パネル展示にあわせクイズラリー）
・こどもイベント
・保育

仮）前回の開催時の基調講演は大変良かった。参加できなかった人にも内容を知らせてはどうか。

成果・課題

　参加者アンケートで、イベント全体の感想は「とてもよかった」「よかった」が
100％であった。(回収率34.8％)   団体活動ステージ発表やクイズラリーを通じて、
市民や団体（パネル展示参加団体19団体を含む）、事業者など参加者相互の情
報交流の場を提供することができた。

2018年度実施計画（予定）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

男女共同参画意識の幅広い啓発と、市民の交流促進を図るため、男女共同参画会議を開催します。

- 2 -



担当課 男女共同参画室 施策番号 2 .

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 1 広報・啓発のさらなる推進

施策名 2 男女共同参画を推進するためのセミナー開催

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

男42人
女509人

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値
男53人
女500人

男64人
女500人

男76人
女500人

男88人
女500人

男100人
女500人

実績値
男97人
女212人

－ － － －

計画達成度 B

指標達成度 △

審議会意見 仮）女性参加者指標500の妥当性について再検証するべき。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

男女共同参画に関する意識の向上を図り、能力や行動力を高めるため、セミナーを開催します。

指標

男女共同参画セミナー参加者数

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　男女共同参画社会の形成に必要な知識や技能（女
性活躍推進法、ワークライフバランス、キャリア形成、
柔軟な働き方、再就職・職場復帰、男性の家事参加な
ど）を学ぶ場として、セミナーを１5回程度開催する。
　また、セミナー参加者のために保育を実施し、子育て
世代の参加者が気兼ねすることなく参加できる環境を
整える。

　「働く女性のライフステージと心身の健康」「生きづら
さを生きやすさに変えるには」等をテーマに男女共同
参画セミナーを年間１5回開催した。
・参加者数：延べ309名
　　　　　（定員約30～40名/回）
・保育利用者：延べ34名
・参加者満足度：100％
　　　（アンケート協力者:276名）
・アンケート回収率：89.3％

　男女共同参画社会の形成に必要な知識や技能
（ワークライフバランス、育児休業制度、男性の家事
育児参加など）を学ぶ場として、セミナーを１5回程度
開催する。
　また、セミナー参加者のために保育を実施し、子育
て世代の参加者が気兼ねすることなく参加できる環境
を整える。

成果・課題

　男性向けのセミナーを企画、実施したことで、男性の参加者は年次目標値を上
回った。
　平日にお勤めされている方が参加しやすくなるよう、工夫する。

- 3 -



担当課 男女共同参画室 施策番号 3 .

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 1 広報・啓発のさらなる推進

施策名 3 男女共同参画情報発信

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

男女共同参画に関する取組や関係法令について、広報紙・ホームページ・イベント等で意識啓発や情報提供を行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　国・県・他市町村・民間団体による男女共同参画に関
する情報について、ＨＰや機関紙などで広く提供する。
　また、国の男女共同参画週間(6月)及び県の男女共
同参画推進月間(11月)に合わせ、中央図書館におい
て啓発のための展示を行う。月間では、市内２ヶ所に
啓発用横断幕を設置する。

　国・県・他市町村・民間団体による男女共同参画に
関する情報について、ＨＰや男女共同参画室だよりで
広く提供した。
〈男女共同参画週間(6月)〉
・啓発展示実施（中央図書館）
〈男女共同参画推進月間(11月)〉
・啓発展示実施（中央図書館）
・啓発用横断幕設置（土浦学園線歩道橋）

　国・県・他市町村・民間団体による男女共同参画に
関する情報について、ＨＰや機関紙などで広く提供す
る。
　また、国の男女共同参画週間(6月)及び県の男女共
同参画推進月間(11月)に合わせ、中央図書館におい
て啓発のための展示を行う。月間では、市内２ヶ所に
啓発用横断幕を設置する。

成果・課題
　「男女共同参画宣言都市」の横断幕を交通量の多い道路にかかる歩道橋に掲
示したことで、多くの市民の目に触れる機会となった。
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担当課 教育指導課 施策番号 4 ★重点施策

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 2 男女共同参画意識醸成のための教育の充実

施策名 1 学校での男女共同参画の視点に立った教育

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

学校教育全体を通じて、人権の尊重、男女平等、相互理解・協力について指導を行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　道徳及び特別活動、その他教科領域の学習及び学
校行事等において、人権尊重、相互理解・協力につい
て学習を行う。

　道徳や特別活動、その他教科領域の学習及び学校
行事等において、人権尊重についての集会や授業や
相互理解・協力についての学習を行った。

　道徳及び特別活動、その他教科領域の学習及び学
校行事等において、人権尊重、相互理解・協力につい
て学習を行う。

成果・課題
市内全学校において、人権尊重や男女平等や相互理解・協力についての道徳や
人権教育等を実施した。
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担当課 教育指導課 施策番号 5 ★重点施策

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 2 男女共同参画意識醸成のための教育の充実

施策名 1 学校での男女共同参画の視点に立った教育

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見
仮）男女共同参画の視点からの資料がどのように準備され、活用されているのか、学校では授業数の関係からなかなか
取り上げることが厳しい現状を踏まえて、検討するべき。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

小中学校において、児童生徒が将来社会の一員として役割を果たしていくため、それぞれの個性や能力が発揮でき、自立して生きていく
ためのキャリア教育を行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　つくばスタイル科キャリア単元において、１年生から９
年間かけて系統的にキャリア教育を実施する。

　つくばスタイル科キャリア単元において、１年生から
９年間かけて系統的にキャリア教育を実施した。
　１・２年生は「人との関わり」、３・４年生は「地域の魅
力」、５・６年生は「社会との関わり」、７・８年生は
「人々の共存」、９年生は「未来をつくる」という課題に
対し、コミュニケーションスキルの向上を図るために実
践を行った。

　つくばスタイル科キャリア単元において、１年生から
９年間かけて系統的にキャリア教育を実施する。

成果・課題
市内全学校において、つくばスタイル科及び特別活動にてキャリア教育を実施し
た。

- 6 -



担当課 危機管理課 施策番号 6

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 3 男女共同参画の視点に立った防災体制の確立

施策名 1 女性の視点を取り入れた防災計画・防災体制づくり

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

災害時における女性のニーズに対応できるよう、女性の視点を取り入れた防災計画・防災体制づくりに努めます。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　女性やこどもに配慮した備蓄品の整備を行う。 避難所でも授乳しやすい授乳服と乳幼児用のミルク、
各サイズの幼児用オムツ、生理用品などを災害用備
蓄品として購入した。

女性やこどもに配慮した備蓄品の整備を行う。

成果・課題 女性の視点に立った防災体制ができた。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 7

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 4 国際的な男女共同参画の動向理解

施策名 1 各国の男女共同参画施策の情報収集・紹介

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 C

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

各国の男女共同参画の取組情報を収集し、紹介します。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　各国の男女共同参画の取組や子育て支援などにつ
いて、セミナーを実施する。
　また、女性の職業生活における活躍に関する国際的
な動向を男女共同参画室だよりなどで紹介する。

　県主催の女性リーダー育成海外派遣事業参加者を
講師としてセミナーを実施し「男女共同参画室だより」
で紹介する予定だったが、派遣事業が急きょ終了と
なったため、「各国の男女共同参画の取組」や「ＰＫＯ
で働く女性の活躍」等国際的動向に関する記事がまと
められている内閣府発行の冊子「共同参画」を市政情
報コーナーで賢覧できるよう設置した。

　各国の男女共同参画の取組や子育て支援、女性の
職業生活における活躍に関する国際的な動向を男女
共同参画室だよりなどで紹介する。

成果・課題
　市主催によるセミナーは年度内の実施に至らなかったが、男女共同参画室だよ
りで情報提供したり、市政情報コーナーに情報誌を設置し、情報提供することがで
きた。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 8 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 1 一般事業主行動計画に関する啓発

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

女性活躍推進法により、一般事業主行動計画策定が努力義務となっている事業主に対し、策定・推進のための情報提供を行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　県や関係機関が実施する、女性活躍推進セミナーに
ついて、公共施設やＨＰを利用して情報提供する。
　また、国が実施する女性活躍推進のための融資制度
や助成金の紹介をする。

　庁舎１階の市政情報コーナー及び男女共同参画室
だよりに行動計画策定の記事を掲載し、商工会に設
置を依頼した。
　２階に配布用パンフレットブースを設けて、国、県及
び関係機関主催のセミナーや勉強会の申込用紙、男
女共同参画に関する広報誌などを配布することで、情
報提供を行った。

　県や関係機関が実施する、女性活躍推進セミナー
について、公共施設やＨＰを利用して情報提供する。
　また、国が実施する女性活躍推進のための融資制
度や助成金の紹介をする。

成果・課題
　市民の手に取りやすい場所に、一般事業主行動計画策定を支援する事業の紹
介チラシを設置できた。
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担当課 産業振興課 施策番号 9 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 2 就業関連情報提供及び再就職・職場復帰の支援

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

273人

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 290人 305人 320人 335人 350人

実績値 244人 － － － －

計画達成度 B

指標達成度 △

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

国・県等と連携し、新しい就業形態などに関する情報の収集・提供を行います。また、つくば市ふるさとハローワークにおいて、職業相談、
職業紹介を行い、再就職及び職場復帰を支援します。

指標

つくば市ふるさとハローワークでの女性正規雇用の就業者数

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　ハローワーク土浦と共同運営する「つくば市ふるさと
ハローワーク」において、女性が利用しやすい環境づく
りに努め、女性に対する情報発信と職業相談・紹介を
強化する。

　国，県，ハローワーク土浦等の協力を得ながら，女
性就業関連の情報収集に努めた。
　つくば市ふるさとハローワークの支援により女性573
人（常時雇用244人、臨時雇用　　329人）が就職した。
　また、ハローワーク土浦と連携し、保育職求職者に
対して、市内認定こども園・保育所の見学ツアーを２
回実施した。（16人参加、５人採用）

　ハローワーク土浦と共同運営する「つくば市ふるさと
ハローワーク」において、女性が利用しやすい環境づ
くりに努め、女性に対する情報発信と職業相談・紹介
を強化する。
　また、保育職求職者に対する保育所等見学ツアーを
実施する。

成果・課題

　就業関連情報の提供により、女性の再就職、職場復帰を支援することができ
た。
　また、女性求職者の中には、常時雇用を望まない方もいるため、求職者ニーズ
に合った情報発信を行う必要がある。

- 10 -



担当課 産業振興課 施策番号 10 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 3 起業・創業を目指す人への情報提供・資金面の援助

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

11人

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 11人 12人 13人 14人 15人

実績値 26人 － － － －

計画達成度 B

指標達成度 ◎

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

各種セミナーや支援制度の情報提供を行います。また、各支援機関と連携し、相談業務を行います。

指標

特定創業支援事業による女性の創業件数

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　産業競争力強化法により国から認定を受けた「創業
支援等事業計画」に基づき、支援機関（商工会、研究
支援センター、筑波大学、産総研、日本政策金融公庫
等）と共に、創業セミナー、創業相談、情報提供及び啓
発イベント等の幅広い創業支援事業を実施する。
　これらに加え、創業時の資金面の援助策として、法人
設立時の登録免許税を全額補助する。

　国の認定を受けた創業支援等事業計画に基づき，
創業セミナー・各種情報提供・創業相談等の創業支援
事業を実施し，女性起業に関する支援を進めた。（平
成30年度における女性創業支援者65人、新規創業者
26人）
 また、法人設立時の登録免許税の全額補助を実施し
た。（平成30年度補助金交付件数４件）

　引き続き、産業競争力強化法により国から認定を受
けた「創業支援等事業計画」に基づき、支援機関（商
工会、研究支援センター、筑波大学、産総研、日本政
策金融公庫等）と共に、創業セミナー、創業相談、情
報提供及び啓発イベント等の幅広い創業支援事業を
実施する。
　また、創業時の資金面の援助策として、法人設立時
の登録免許税に加えて、2019年度より定款認証手数
料も全額補助する。

成果・課題

　女性の創業希望者に対して、適切な支援を行い新規創業につなげることができ
た。
　引き続き、女性創業希望者に対し、企業家教育を行うなど創業機運の醸成を図
る必要がある。
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担当課 農業政策課 施策番号 11 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 4 女性の参画が少ない分野での支援

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

193件

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 200件 201件 202件 203件 205件

実績値 203件 － － － －

計画達成度 A

指標達成度 ◎

審議会意見 仮）セミナーの開催回数が計画の半分だが、達成度Aは妥当か改めて検討するべき。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

家族経営協定の普及啓発を行い、快適な労働環境づくりを促進します。また、女性の能力・感性等を生かした新しい産業の創出が図れ
るよう、６次産業化のためのセミナー等を開催します。

指標

家族経営協定締結累計

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　新規締結へ向けた啓発活動や既締結者に対して協
定内容見直しの働きかけを継続して行い、２月に調印
式を開催する。
　家族経営協定の締結者間の意見交換や交流を深
め、農業者間のつながりを強化するため、11月に視察
研修を開催する。
　また、女性の能力・感性等を生かした新しい産業の
創出が図れるよう、６次産業化のためのセミナーを年
度内に４回開催する。

　新規締結へ向けた啓発活動や既締結者に対して協
定内容見直しの働きかけを継続して行い、２月に調印
式を開催した。
　家族経営協定の締結者間の意見交換や交流を深
め、農業者間のつながりを強化するため、11月に視察
研修を開催した。
　また、女性の能力・感性等を生かした新しい産業の
創出が図れるよう、６次産業化のためのセミナーを年
度内に２回開催した。

　新規締結へ向けた啓発活動や既締結者に対して協
定内容見直しの働きかけを継続して行い、２月に調印
式を開催する。
　家族経営協定の締結者間の意見交換や交流を深
め、農業者間のつながりを強化するため、11月に視察
研修を開催する。
　また、女性の能力・感性等を生かした新しい産業の
創出が図れるよう、６次産業化のためのセミナーを年
度内に２回開催する。

成果・課題

家族経営協定締結件数
・新規４件　・見直し１件　・累計203件
引き続き新規締結へ向けた啓発活動や既締結者に対して協定内容見直しの働き
かけを行う。
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担当課 科学技術振興課 施策番号 12 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 4 女性の参画が少ない分野での支援

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見 仮）男女共同参画の観点から、つくば市らしい施策が出来るとよい。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

大学・研究機関・企業等と連携し、女子生徒や保護者等に対し、科学技術を身近なものとする取組を進めるとともに、ロールモデル（具体
的な行動や考え方の模範となる人物）の紹介等を通じ、理工系女性の人材育成を推進します。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）
○つくばで輝く女性研究者の紹介
・６月～３月まで毎月１回、常陽リビングの紙面で紹介
・研究内容だけでなく、進路選択や家族との休日の過ごし方を掲載し、理工系女性のロールモデルを紹介す
ることで、男性と比べて女性の割合が低い理工系人材育成の一助とする。

○中高生理工系進学応援シンポジウムとリケジョサイエンス合宿
開催日：8月20日（月）～8月22日（水）シンポジウムは20日（月）のみ。
場所：筑波大学内
募集人数：シンポジウム 200人（女子・男子・保護者）、リケジョサイエンス合宿 100名（女子のみ）
内容：
・シンポジウム：ロールモデルの紹介、企業や研究機関・大学による展示ブースでの交流、中高生による研究
発表会
・合宿：サイエンス実験体験、宿泊交流、グループワーク発表と学生交流会
※シンポジウムでは、つくば市としてブースの出展を行う。市役所職員（女性技師）の紹介や常陽リビングに掲
載している女性研究者の紹介を行う。
※啓発のため、市広報紙・ホームページに記事を掲載したり、ポスターを市内公共施設等に掲示する。
※大学、県等で作成したリーフレット等を市役所窓口や関係団体に置き、配布する。

○「つくばで輝く女性研究者の紹介」について
・平成30年６月から平成31年３月まで毎月１回、計10人の女性研究者を常陽リビングで紹介した。
・記事掲載時には市HPも併せて更新し、啓発活動を行った。

○中高生理工系進学応援シンポジウムとリケジョサイエンス合宿
・開催日：8月20日（月）～8月22日（水）シンポジウムは20日（月）のみ。
・場所：筑波大学内
・参加人数：シンポジウム 130人（男女中高生）、リケジョサイエンス合宿 79名（女子中高生）
・内容：
【シンポジウム】ロールモデルの紹介、企業や研究機関・大学による展示ブースでの交流、中高生による研
究発表会
【合宿】サイエンス実験体験、宿泊交流、グループワーク発表と学生交流会
※シンポジウムでは、つくば市としてブースの出展を行った。市役所職員（女性技師）の紹介や常陽リビング
に掲載している女性研究者の紹介を行った。
※啓発のため、市広報紙・ホームページに記事を掲載したり、ポスターを市内公共施設等に掲示した。
※大学、県等で作成したリーフレット等を市役所窓口や関係団体に置き、配布した。

○つくばで輝く研究者の紹介
・６月～３月まで毎月１回、常陽リビングの紙面で女性研究者、男性研究者をそれぞれ紹介する。
・研究内容だけでなく、進路選択や家族との休日の過ごし方を掲載し、理工系研究者のロールモデルを紹介
する。

○中高生理工系進学応援シンポジウムとリケジョサイエンス合宿
開催日：７月31日（水）～８月２日（金）シンポジウムは31日（水）のみ。
場所：筑波大学内
募集人数：シンポジウム 100人（男女中高生）、リケジョサイエンス合宿 100名（女子中高生）
内容：
・シンポジウム：ロールモデルの紹介、企業や研究機関・大学による展示ブースでの交流、中高生による研
究発表会
・合宿：サイエンス実験体験、宿泊交流、グループワーク発表と学生交流会
※シンポジウムでは、つくば市としてブースの出展を行う。市役所職員（女性技師）の紹介や常陽リビングに
掲載している女性研究者の紹介を行う。
※啓発のため、市広報紙・ホームページに記事を掲載したり、ポスターを市内公共施設等に掲示する。
※大学、県等で作成したリーフレット等を市役所窓口や関係団体に置き、配布する。

成果・課題

・常陽リビングでの取材をきっかけとして、市事業に参加していただくなど、市内女性研究者の活動促進に寄与した。
対象をつくば在住の研究者としていたため、つくばに対するのコメントが似たり寄ったりになっている。外から見たつくばの感想をいただき、幅広い層の研究者紹介
するため、今年度より対象者の条件をつくば在住からつくば在勤へ改める。
・中高生理工系進学応援シンポジウムとリケジョサイエンス合宿参加者からは、「マウスの解剖の見学や実験は初めてだった。」や「経歴や職業についたきっか
け、理系選択のきっかけなどをきくことができて、とても参考になった。」等の感想が多くみられた。
より多くの中高生にイベントに参加してもらえるよう、広報活動を積極的に展開する。
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担当課 産業振興課 施策番号 13 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 1 男性の育児・介護休業取得を促進するための企業への情報提供

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

市内事業者に対し、国や県の支援・助成制度や優良事例などの情報を提供し、制度利用を促進します。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　国・県制度の情報について、ＨＰなどで広く周知、啓
発を行います。
　また、市内企業のフォローアップ訪問時に男性の育
児・介護休業取得に関するヒアリングを実施し、動向を
把握するとともに、制度導入普及サポート事業の検討
を進める。

　国、県制度等ワークライフバランスに関する情報に
ついて周知、啓発を行うとともに、企業訪問時に男性
の育休取得に関するヒアリングを実施（19社）した。ま
た、市内工業団地立地企業85社に対してアンケート調
査を行い、19社から回答を得た。

　引き続き、男性の育休取得に関する情報提供や、
国、県制度のについて周知、啓発を行う。

成果・課題

　市内企業に対して、男性の育休取得やワークライフバランスに関して情報提供
することができた。
　男性の育休制度が浸透していないため、引き続き、周知、広報を行う必要があ
る。
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担当課 健康増進課 施策番号 14 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 2 男性の家庭生活への参画促進

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

41.5%

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 42.1% 42.7% 43.3% 43.9% 44.4%

実績値 44.0% － － － －

計画達成度 A

指標達成度 ◎

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

妊娠・出産・育児について、家族で正しい知識を持ち、積極的な育児参加ができるよう、講座を開催します。

指標

マタニティサロンの夫又はパートナーの参加者の割合

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

○マタニティサロン育児編　年23回（妊婦とその夫や
パートナーの就業を配慮し土日に20回開催）
内容：妊婦疑似体験　沐浴体験他

○マタニティサロン講演会　年4回
内容：
・歯科医師講話（生まれてくる子の歯の知識）
・小児科医師講話（あかちゃんについて知ってほしいこ
と）

【参加数】
○マタニティサロン育児編（23回）
　妊婦：370人
　夫等：364人（H30：337人）他：2人
○マタニティ講演会（４回）
　妊婦：117人
　夫等：21人（H30：17人）
【アンケート結果】
○育児編
　満足：87％　やや満足13％
○講演会
　満足：66％　やや満足33％
　やや不満：１％

○マタニティサロン育児編
・開催回数：年23回（土日に20回開催）
・内容：妊婦疑似体験
　　　　沐浴体験
　　　　マタニティブルーズについて
　　　　赤ちゃんの泣きの特徴について等学ぶ

○マタニティサロン講演会
・開催回数：年4回
・内容：①歯科医師講話
　　　　②小児科医師講話

成果・課題

　父親の育児参加を促すため、教室の土日開催や母子健康手帳発行時の声掛けにより、
徐々に夫の参加数が増え、目標値に達することができた。またアンケートやサロン後の感
想では、講座に参加したことで、妻への労いの言葉や父親の育児への参加の意欲が高
まったとの回答が多かった。
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担当課 生涯学習推進課 施策番号 15 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 2 男性の家庭生活への参画促進

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見 仮）2019年度の計画に新規項目が入り進化しているところが評価できる。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

両親子育て教室を開催し、家庭における男女の役割分担などについて考える機会を提供します。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

○第２回家庭教育講演会「地域全体で支える子育て」
内容：子育てや家庭教育の場面で母親に多くの負担が
生じている中、父親、祖父母も含めた家族全体、また
地域全体でどのような形で子育てに関われるのか、ど
ういう事柄に留意しておかなければならないのか講演
をいただく。
開催日：９月30日（日）
場所：つくば市役所

｢子育てをみんなで支える地域作り｣～ひとりで抱え込
まない子育てを～         NPO法人孫育て･ニッポン理
事長　棒田　明子氏　　保護者だけではなく、祖父母
や地域の方も巻き込む子育てが、地域力を醸成する
こと。｢子育て、孫育て、他孫（たまご）育て｣の大切さを
認識した。　参加者は子育て支援者を中心に54名の
参加となった。

今年度は2回の講演会を予定。　1回目は性的マイノリ
ティー｢LGBT｣について学ぶ。　多様な生き方を理解す
ることで、違いを認め合う基本的人権意識の構築と、
我が子が当事者となった時、親としてどの様に子ども
と向き合うかを考える機会とする。
実施予定日：　2019年10月6日
会場：つくば市役所
2回目は検討中

成果・課題 地域を含む子育て環境の役割分担について考える機会を提供できた。
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担当課 こども政策課 施策番号 16 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 2 男性の家庭生活への参画促進

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見
仮）「移動型のあかちゃんの駅」は大変良い。市のイベントだけでなく、後援・共催イベントでも利用できるとより良
い。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

子育て家庭が外出しやすい環境を整備するため、授乳やおむつ替えスペースを設置した施設をあかちゃんの駅として登録し、情報提供
を行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　あかちゃんの駅として整備してきた施設を子育て支
援情報システム等で分かりやすく、あかちゃんの駅マッ
プとして掲載し、子育て家庭への認知度を高めていく。
　また、市民ニーズに対応していけるよう、新たに授乳
やおむつ替えのできる施設をあかちゃんの駅として整
備する。

　あかちゃんの駅を新たに３施設（民間施設１、公共
施設２）整備した。
　子育て家庭が外出先で活用できるよう、つくば市
ホームページ・広報つくば・子育て便利帳に掲載し周
知を図った。

未整備の公共施設（広岡交流センター、吉沼交流セン
ター）に、あかちゃんの駅を整備し、安心して外出でき
る環境をさらに充実させる。
移動型のあかちゃんの駅として、おむつ替えテント一
式等を、市のイベント（つくばフェスティバル、まつりつ
くば等）で積極的に活用してもらう。

成果・課題
前年度比で３施設増え、あかちゃんの駅の登録施設数が55となり、子育て家庭が
外出しやすい環境整備が図られた。
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担当課 幼児保育課 施策番号 101 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 3 育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

114人

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 0人 30人 0人 0人 0人

実績値 116人 131人（速報値） － － －

計画達成度 －

指標達成度 △

審議会意見 －

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

仕事と育児の両立を支援するため、保育ニーズに即した保育体制の強化等サービスの充実を図ります。

指標

保育所待機児童数＊

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

（※）「つくば市子ども・子育て支援プラン」により施策を
実施し、子ども子育て会議が評価を実施。

－ －

成果・課題 －
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担当課 幼児保育課 施策番号 102 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 3 育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

３施設

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 ４施設 ４施設 ４施設 ４施設 ４施設

実績値 ４施設 － － － －

計画達成度 －

指標達成度 ○

審議会意見 －

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

仕事と育児の両立を支援するため、保育ニーズに即した保育体制の強化等サービスの充実を図ります。

指標

病児・病後児保育実施施設数

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

（※）「つくば市子ども・子育て支援プラン」により施策を
実施し、子ども子育て会議が評価を実施。

－ －

成果・課題 －
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担当課 こども育成課 施策番号 103 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 3 育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

3,090人

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 3,287人 3,490人 3,686人 3,874人 4,028人

実績値 3,801人 － － － －

計画達成度 －

指標達成度 ◎

審議会意見 －

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

仕事と育児の両立を支援するため、児童の遊びと生活の場を提供する放課後児童クラブの活動を推進します。

指標

放課後児童クラブ受け入れ児童数

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

（※）「つくば市子ども・子育て支援プラン」により施策を
実施し、子ども子育て会議が評価を実施。

－ －

成果・課題 －
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担当課  高齢福祉課/介護保険課 施策番号 104 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 3 育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 －

指標達成度 -

審議会意見 －

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

仕事との両立や介護離職を防止するため、ニーズに応じた介護サービスの充実を推進します。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

（※）「つくば市高齢者福祉計画」により施策を実施し、
高齢者福祉推進会議が評価を実施。

－ －

成果・課題 －
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担当課 産業振興課 施策番号 17 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 4 労働環境改善のための情報提供・啓発

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

仕事と家庭生活を両立するため、長時間労働の是正や年次有給休暇取得の促進、さらにハラスメントの防止等の労働環境改善のため
の情報提供を行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　市内企業に対して、労働環境改善に関する積極的な
情報発信に努める。
　また、更なる女性の活躍を図るため、子連れ出勤制
度の導入促進や女性活躍推進法に基づく優良企業認
定制度「えるぼし」の普及・取得促進に努める。

　国、県制度等ワークライフバランスに関する情報に
ついて周知、啓発を行うとともに、市内工業団地立地
企業85社に対して、子連れ出勤導入に関するアン
ケートを行い、19社から回答を得た。

　子連れ出勤に関する周知、啓発を行うとともに、長
時間労働の是正等、労働環境改善に関する情報提供
を行う。

成果・課題

　市内企業に対して子連れ出勤に関するアンケートを実施し、現状を把握すること
ができた。
　アンケートの結果、子連れ出勤を導入している企業はなく、制度が浸透していな
いことから、周知、広報を行う必要がある。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 18 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 3 市政における女性の参画促進

施策名 1 審議会等委員の女性委員の登用

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

全体で30.0％/
全体で9.4％

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値
60.0%/
10.0%

70.0%/
15.0%

80.0%/
20.0%

90.0%/
25.0%

100.0%/
30.0%

実績値
62.5％/
12.5％

61.8％/
11.8％

－ － －

計画達成度 B

指標達成度 △

審議会意見
仮）次年度からの推進に向けて、各審議会において、女性委員がどれ位登用されているのか、また、”規約”等の改正により、どの程度
の審議会で実績をあげていけるのか検討するべき。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

市政運営において、女性が自らの能力を十分に生かし、様々な分野で政策や方針決定に関わり、意見や考え方を反映させることができ
る環境づくりを進めます。

指標

審議会等委員の女性委員の割合＊/
審議会等委員の女性の長の割合＊

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　附属機関委員を新たに任命、改選の際に、女性委員
の登用について、庁議や課メールで周知する。
　また、女性の人材バンクリストを作成し、必要に応じ
て情報提供を行う。

　４月の庁議で、附属機関の委員を新たに任命する際
には、計画指標である、各審議会等ごとに女性を30％
以上の登用及び、女性の委員長等を全体で30％登用
することについて、協力を求めた。
　また、女性委員の登用率についての調査を実施し、
女性の積極的な登用について、協力を求めた。
　女性人材バンクリストを作成し、情報提供できるよう
備えた。

　附属機関委員を新たに任命、改選の際に、女性委
員の登用について、次長会や課メールで全庁に周知
する。
　また、女性委員の登用率についての調査を実施し、
結果を次長会で報告する。

成果・課題
 女性委員が３割を超える附属機関が６割を超えており、政策・方針決定過程への
女性の参画は拡大してきていると推測できる。
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担当課 人事課 施策番号 19 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 4 市と市職員が率先して行う取組

施策名 1 女性職員の管理職等登用の推進

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

23.5％/
19.1％

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値
24.0%/
20.0%

25.0%/
27.5%

26.0%/
35.0%

27.0%/
42.5%

28.0%/
50.0%

実績値
20.9％/
20.9％

21.7%/
21.2%

－ － －

計画達成度 B

指標達成度 △

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

女性が管理職を目指せるような職場環境の整備に努め、能力と適性に応じ、管理職登用・昇任を進めます。

指標

市職員（行政職）の管理職に占める女性の割合（課長補佐職以上）＊/
市職員（行政職）の係長職に占める女性の割合＊

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　女性職員が持つ不安を払しょくし、昇格することに対
する意欲を高めることを目的とした特別研修を行う。
　また、キャリアアップに対する意識啓発を行う。

 主査、主任級の女性職員を対象に「女性活躍推進研
修」を実施し、自身の能力開発や、職務に高い意欲で
取り組みキャリアアップを目指す等の意識啓発を行っ
た。（対象者47人）
　また、「つくば市職員の配偶者同行休業に関する条
例」（Ｈ30.4.1施行）を制定し、配偶者の海外赴任等へ
の同行に伴う退職を回避する制度を設けた。

　女性職員が持つ不安を払しょくし、昇格することに対
する意欲を高めることを目的とした特別研修を継続し
て実施するとともに、対象範囲の拡大を図る。

成果・課題

　配偶者同行休業制度導入により、キャリア形成の継続性が維持できた。（承認１
件）
　特別研修後のアンケートでは、約７割が肯定的な意見であったことからも、女性
職員の昇格に対する意欲をさらに高めるための継続的な取組が必要である。
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担当課 ワークライフバランス推進室 施策番号 20 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 4 市と市職員が率先して行う取組

施策名 2 育児休業・介護休暇等が取得しやすい環境づくり

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

男女がともに育児休業、介護休暇及び看護休暇制度を活用することができる職場の雰囲気づくりに努めます。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

 啓発のため、イントラ掲示板等において、育児や介護
に関する制度や情報を定期的（月１回程度）に掲載す
る。

○育児休業の復帰後の働き方や職場での配慮希望
などを確認することを目的として、「職場復帰面談シー
ト」を導入した。

○啓発のため、イントラ掲示板等において、育児や介
護に関する制度や情報を定期的（２か月に1回程度）
に掲載した。

啓発のため、イントラ掲示板等において、育児や介護
に関する制度や情報を定期的に掲載する。

職場復帰面談シートの活用を促進させ、職員が仕事
と家庭生活とのバランスを保ちながら、意欲をもって
職務に専念できるような職場環境の構築に努める。

成果・課題
 女性の育児休業取得率は100％を達成。また、男性の育児休業取得者も順調に増加している。（2018年度実績：11人/38人取得）
 一方で、職員が少ない部署や専門的知識や技術を要する部署においては、育児休業取得者の代替要員の確保が課題となっている。
 また、業務によっては、代替要員がいない場合に他職員の仕事の分担が増加し、業務遂行に支障がでることがある。
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担当課 ワークライフバランス推進室 施策番号 21 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 4 市と市職員が率先して行う取組

施策名 3 職場におけるハラスメント防止対策の推進

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見 仮）評価Bは適切か改めて検討するべき。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

職場等におけるセクシャルハラスメント・パワーハラスメントに関し、研修を通して職場単位での防止に努めます。また、相談員を配置し、
相談体制の充実に努めます。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

○ハラスメント防止に向けた職員研修を実施する。（１
対象者：新任所属長46名、期日：４月24日。２　対象
者：全係長240名、期日：10月。 ３　対象者：主任級54
名、期日：9月。 ）
○ハラスメント事案に早期に対応し、未然に防ぐため、
職員向けハラスメント外部相談窓口を平成30年７月に
設置する。
○内部相談員を３名拡充する。(平成30年８月）
○ハラスメントへの対応体制を強化するため、問題解
決処理にあたる「ハラスメント苦情処理委員会」を設置
する。（平成30年８月）

○ハラスメント防止研修を実施した。
1　対象者　係長級職員229名
2　実施日　平成30年12月13日及び17日
○人事課が実施した職層研修において、職員がハラスメン
トについて学ぶ機会を設けた。
・新任所属長研修　平成30年4月24日実施（39人受講）
・主任級研修　平成30年12月20日実施（47人受講）
○ハラスメント事案に早期に対応するため、職員向けハラス
メント外部相談窓口を設置した。（平成30年7月）
○ハラスメントの防止等に関する規程の原案を作成し、その
中に「ハラスメント苦情処理委員会」の設置についても盛り
込んだ。（平成31年3月）

ハラスメント事案に早期に対応するため、ハラスメント
外部相談窓口を継続設置する。

ハラスメントの防止等に関する規程を新規制定し、良
好な職場環境を保持する。

成果・課題
職場でのパワーハラスメント防止を義務付ける関連法案が国会で審議中である。
今後も国の動向を注視する。
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担当課 ワークライフバランス推進室 施策番号 22 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 4 市と市職員が率先して行う取組

施策名 4 男性職員の育児休業取得促進

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

5.4%

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

実績値 28.9%

計画達成度 A

指標達成度 ◎

審議会意見 仮）2019年度実施計画は大変良い。個別対応は手間がかかるが、良い結果を生むので是非続けるべき。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

男性職員の育児休業取得を奨励し、２週間以上100％の取得を目指します。

指標

男性職員の2週間以上の育児休業取得

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　啓発のため、イントラ掲示板等において、育児に関す
る制度や情報を定期的（月１回程度）に掲載する。
 年度を通して、対象となる男性職員とその所属長へ育
児に関する休暇制度等を説明し、育児休業取得に向
けた具体的なプラン検討を促す。

○年度中に子どもが産まれる男性職員とその所属長
に対し、出産期や子育てに関する制度等の個別説明
を実施し、男性職員が２週間以上の育児休業を積極
的に
取得するよう促した。

○市長と子どもを持つ男性職員が一緒にランチを食
べながら、育児・家事について意見交換をする「パパ’
ｓランチ」を企画・開催した。

年度中に子どもが産まれる男性職員とその所属長に
対し、出産期や子育てに使える制度等の個別説明を
実施し、育児休業取得に向けた具体的なプラン検討
を促す。

育児休業を取得した場合の育児休業手当金の額や
諸手当の増減を具体的に示すことにより、金銭面での
不安を取り除き、育休取得促進につなげる。

成果・課題

個別説明を実施することにより、男性の育児休業取得者が増加した。（2018年度実績：11人/38人取
得）
パパ’ｓランチに出席した男性職員は、各々の育児環境や仕事との両立、男性が育児休業を取得する
ことの重要性等について、活発に意見を交わした。
パパ’ｓランチの内容は、ＷＬＢ通信に掲載し、庁内に広く周知した。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 23 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 1 配偶者等暴力（DV)根絶のための啓発

施策名 1 DV防止のための広報・啓発

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

配偶者・パートナー等からの暴力は犯罪であるという意識の浸透と理解の促進を図るため、セミナーやホームページ等において、啓発活
動を行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　毎年、11月12日～25日の「女性に対する暴力をなく
す運動」期間中に、ＤＶ防止のポスターの掲示、リーフ
レットの配布、女性のための相談室の周知を実施す
る。

　「女性に対する暴力をなくす運動」キャンペーン実
施。（11/12～25）
・ＤＶ防止ポスター掲示（庁舎１Ｆ）
・リーフレットの配布
・パープルリボンツリー設置
・女性のための相談室の周知　等

　毎年、11月12日～25日の「女性に対する暴力をなく
す運動」期間中に、ＤＶ防止のポスターの掲示、リーフ
レットの配布、女性のための相談室の周知を実施す
る。

成果・課題
　当初計画の通り実施できた。
　世の中からＤＶが無くなるまで、継続した啓発活動が必要である。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 24 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 2 相談体制の充実と被害者の保護

施策名 1 女性のための相談室の実施

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

夫婦・親子の問題、人間関係、DV（配偶者・パートナー等からの暴力）、生き方などについて、必要な情報を提供するとともに、女性が主
体的に思考・行動できるよう、女性相談員が相談・支援を行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　女性が抱えがちな悩みについて、女性のための相談
員、フェミニストカウンセラー、弁護士による、女性のた
めの相談を実施する。
　市関連施設、広報紙、ＨＰ、区会回覧、セミナー等で、
相談窓口の周知を実施する。

〈つくば市女性のための相談室〉
・電話相談：158件
・一般相談：112件
・心と生き方相談：159件
・法律相談：64件
・庁舎相談：76件　　合計：569件
●市関連施設、広報紙、ＨＰ、区会回覧、セミナー等
で、相談窓口の周知を実施した。

　女性が抱えがちな悩みについて、女性のための相
談員、フェミニストカウンセラー、弁護士による、女性
のための相談を実施する。
　市関連施設、広報紙、ＨＰ、区会回覧、セミナー等
で、相談窓口の周知を実施する。

成果・課題
　様々な相談に対し、相談者が主体的に考え行動に移すことができるよう、ニーズ
に即した傾聴・情報提供等をすることで、問題解決の一助となった。
　相談内容が多岐にわたるため、相談員の更なるスキルアップが必要である。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 25 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 2 相談体制の充実と被害者の保護

施策名 2 相談員研修の充実

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

相談業務についての必要な知識や能力を身に付け、相談者のニーズに即した対応ができるよう相談員の資質を高めます。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　相談者の抱えている問題等は年々複雑化し解決困
難なものが多く、相談１件につき相談員の費やす時間
や負担は大きくなってきている。相談員の資質向上と
情報交換の機会として相談員研修会を年２回実施す
る。
　また、県や近隣市町村、庁内相談員等との情報交換
の場を提供する。

　相談員の資質向上を目的に「地域包括支援課の支
援体制について」「ＤＶ被害の実態と対応について」を
テーマに研修会を実施した。（12/6）

　職員、相談員で事例検討会を実施し、情報共有及び
意見交換を行った。（全12回、1回/月）

　相談者の抱えている問題等は年々複雑化し解決困
難なものが多く、相談１件につき相談員の費やす時間
や負担は大きくなってきている。相談員の資質向上と
情報交換の機会として相談員研修会を年２回実施す
る。
　情報共有及び意見交換の場として、月1回の事例検
討会を実施する。

成果・課題
　当初計画の通り実施できた。
　多岐にわたる相談内容に対応できるよう、研修会の内容を検討する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 26 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 2 相談体制の充実と被害者の保護

施策名 3 男性のための電話相談の実施

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

4回

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 5回 5回 6回 6回 6回

実績値 6回 － － － －

計画達成度 A

指標達成度 ◎

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

夫婦関係や家族、人間関係、仕事、生き方などの問題や悩みを抱えている男性に対し、男性相談員が相談・支援を行います。

指標

男性のための電話相談

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　悩みを抱える男性を対象として、男性産業カウンセ
ラーによる男性のための電話相談を実施する。
　市関連施設、広報紙、ＨＰ、区会回覧、セミナー等で、
相談窓口の周知を実施する。

〈つくば市男性のための電話相談〉
・電話相談：19件
　年6回実施。（奇数月第２木曜日）

　市関連施設、広報紙、ＨＰ、区会回覧、セミナー等
で、相談窓口の周知を実施した。

　悩みを抱える男性を対象として、男性産業カウンセ
ラーによる男性のための電話相談を実施する。
　市関連施設、広報紙、ＨＰ、区会回覧、セミナー等
で、相談窓口の周知を実施する。

成果・課題
　目標値は年間5回の実施だったが、奇数月第２木曜日に定例的に実施したた
め、目標値を上回る年間6回の実施に至った。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 27 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 2 相談体制の充実と被害者の保護

施策名 4 保護のための関係機関との連携強化

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見 仮）市・県の他に、県内NPO、県外NPOとの連携も2019年度計画に入れ、施策内容を進化されるべき。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

DV被害者への的確な支援を図るため、相談事例の情報交換を行うなど、関係機関相互による連携を強化します。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　茨城県や警察、庁内の関係各課と連携し、ＤＶ被害
者の相談受付、一時保護所への移送、自立支援といっ
た切れ目のない支援を実施できるよう情報共有をす
る。

　5/23実施の県のＤＶ対策研修に2名参加した。ＤＶな
どで相談に来庁した際の対応について、マニュアル及
びフローチャートを作成した。茨城県や警察とも随時、
情報共有を行った。

　茨城県や警察、庁内の関係各課と連携し、ＤＶ被害
者の相談受付、一時保護所への移送、自立支援と
いった切れ目のない支援を実施できるよう情報共有を
する。

成果・課題
　当初計画の通り実施できた。
　ＤＶ相談があった際には、庁内関係課等と連携し、自立支援のための情報提供
を行うことができた。
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担当課 男女共同参画室 施策番号 28 ★重点施策

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 3 性に関する差別の解消

施策名 1 性的指向や性同一性障害の理解を深めるための情報発信や相談支援

施策内容

項目
基礎となった数値（2017年
４月１日又は2016年度末）

－

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度（将来指標）

年次目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

計画達成度 B

指標達成度 -

審議会意見

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

2018年度施策実施状況及び2019年度施策実施計画

性的指向や性同一性障害の理解を深めるための情報発信を行います。また、このことで、悩み・問題を抱えている方に対し相談支援を
行います。

指標

－

2018年度実施計画（予定） 2018年度実施状況（実績） 2019年度実施計画（予定）

　性的指向や性同一性障害の理解を深めるため、セミ
ナーを実施する。
　また、悩み・問題を抱えている方に対し、女性のため
の相談室や、その他社会資源を紹介するなどして、相
談支援を行う。

　セミナー「マイノリティから考える包括的な社会～
LGBTのG一当事者の視点から～」を実施した。
（4/21）
・参加者数：23名

　性的指向や性同一性障害の理解を深めるため、セミ
ナーを実施する。
　また、悩み・問題を抱えている方に対し、女性のため
の相談室や、その他社会資源を紹介するなどして、相
談支援を行う。

成果・課題
　当初計画の通り実施できた。
　現時点ではＬＧＢＴについての相談はないが、相談に対応できるよう理解を深め
る必要がある。
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資料２  

審議会事前意見及び回答 

 

  

事 前 意 見  回 答 

１ 「施策１」について 

・2018 年 12 月 1 日、開催時の基調講演

は大変良かった。参加できなかった人に

内容を知らせることはできないだろう

か？ 

・著書の貸し出しなどは可能か？ 

・2019 の基調講演講師は決まったか？ 

 

（男女共同参画室） 

・概要については、当室発行の「男女共同参画

室だより」に掲載されております。これはつく

ば市ホームページからも閲覧できます。著書

の貸し出しについては、瀬地山先生の著書が

市立図書館にございますので御利用いただけ

ます。 

・先日のフォーラム実行委員会を経て、2019

年度講師は「木場弘子氏」に決定いたしまし

た。現在、打ち合わせを進めておりまして、近

日中には広報される予定となっております。 

 

２ 「施策２」について 

・成果・課題欄で「土日参加者を増やす

など、男性も参加しやすい・・・」とあ

るが、働く女性に対する意識が欠落して

いるのではないか？（常勤で働いている

とき、このようなセミナーには、なかな

か日程的に参加できなかった） 

 

 

（男女共同参画室） 

・「土日に開催すれば男性は参加しやすくな

る」という表現は誤解を招く表現でありまし

た。「平日にお勤めされている方が参加しやす

くなる」と訂正します。 

３ 「施策２」について 

・女性参加者指標 500 の妥当性について

再検証されてはいかがか？ 

・ｱﾝｹｰﾄ回収率を記載。  

 

（男女共同参画室） 

・女性参加者は、平成 28 年度に 509 人を達成

したことから、本計画を策定するにあたり同

程度の人数を設定したものです。 

・アンケートの回収率については記載します。 



４ 「施策４」について 

・実績が、施策７．の「計画」と同一文

言。誤記述ではないでしょうか 

・実施の具体的な内容（実施者、小・中・

高・のいづれ？授業の方法）の記載が欲

しい。 

 

（教育指導課） 

・ご指摘のとおり誤記述であります。訂正し

差し替えさせていただきます。 

５ 「施策５」について 

・実績が、施策８．の「計画」と同一文

言。誤記述ではないでしょうか 

・実施の具体的な内容が記載されている

とわかり易い。 

 

（教育指導課） 

・ご指摘のとおり誤記述であります。訂正し

差し替えさせていただきます。 

６ 「施策５」について 

・つくばスタイル科の中で、9 年間系統

的に「キャリア教育」を行っていくとあ

りますが、男女共同参画の視点からの資

料がどのように準備され、活用されてい

るのか、検討する余地があると思いま

す。実際、学校では授業数の関係から、

なかなか取り上げることが厳しい状況

です。 

 

 

（教育指導課） 

・男女共同参画の視点からの資料は特段準備

していません。しかし、５年生以上になると、

「自分らしさ」「人との関わり」「人間関係を円

滑に」などの課題に対して、児童・生徒は学習

をしています。 

７ 「施策９」について 

・「正規雇用」「常勤雇用」「臨時雇用」な

どの定義が不明。 

 

（産業振興課） 

・常時雇用には雇用期間の定めのない正規雇

用と、４ヵ月以上の雇用契約を結んだ非正規

雇用が含まれます。また、臨時雇用とは、雇用

契約３ヵ月未満の雇用形態を指します。 

・現在、ハローワークでの集計において、正

規、非正規の区別はしておらず、常時雇用とし

て集計しているため、常時雇用の人数を実績

値としています。今後は、正規、非正規を区別

して集計いたします。 



８ 「施策 11」について 

・セミナーの開催回数が計画の半分であ

るが、達成度 A◎。理由が不審。 

 

（農業政策課） 

・セミナーの回数は減となったが、つくば地

域農業改良普及センターとの共催という形を

とり、充実した内容となったのでＡとした。 

また、個別相談に対しても、関係機関と連携を

とり協議を実施した。 

９ 「施策 12」について 

・せっかくのロールモデルをなぜ常陽リ

ビングに乗せるのか？ほとんどが広告

なので見ない人も多いと思う。 

・広報などの一部に連載のような形は無

理か？ 

 

（科学技術振興課） 

・常陽リビングは、ＴＸ沿線・常磐線沿線を中

心とした人口増加の著しい茨城県南地区 13市

町村に新聞折込で、毎週土曜日に 24 万部配布

しているフリーペーパーです。配布エリアと

その周辺市町村で実施した媒体認知調査で

は、地域 No.１の媒体認知率を獲得しておりま

す。 

・女性研究者のロールモデルの紹介を通し、

働きやすく、住みやすい街として、市への移住

も視野に入れていただきたいと考えており、

市周辺地域の方にも市の魅力を発信するた

め、常陽リビングを利用しています。 

また、掲載された記事は、市のウェブサイトに

もその都度アップさせていただいておりま

す。 

10 「施策 12」について 

・女性研究者紹介の常陽リビング掲載は

つくば市の施策ですか？ 

・中高生理工系進学応援シンポジウム・

リケジョサイエンス合宿は、主催が茨城

県と筑波大学。つくば市の実績の記述が

これで良いのか？ 

★男女共同参画の観点（女子のみ強調す

ることなく）で、つくば市らしい施策が

出来るといいですね。 

・保護者に対する取り組みの実績は？ 

 

 

（科学技術振興課） 

・市の施策として実施させていただいており

ます。2016 年５月に、つくば市で開催された、

Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合のレガシ

ー事業という位置づけです。会合の共同声明

である「つくばコミュニケ」には、女性研究者

等の支援や次世代の人材育成についても言及

されているため、その理念にのっとり実施し

ている事業の一つです。 

・中高生理工系進学応援シンポジウム・リケ

ジョサイエンス合宿につきまして、市は後援

となっている、「つくば女性研究者支援協議

会」に平成 29 年２月に加入しております。昨

年度は、「理系人材の職の幅を伝えたい」とい



う筑波大学からの要望で、市で理系専門職（土

木、建築）として働いている職員の紹介をする

ため、ブース出展に協力をさせていただきま

した。今年度、市は共催として、筑波大学・茨

城県とともに事業に参画します。 

・昨年度から、女子・男子学生問わず参加可能

な「中高生理工系進学応援シンポジウム」事業

も同時に開催することとなりました。多くの

学生に参加していただきたいと考えておりま

す。 

・保護者に対する取り組みにつきまして、昨

年そのようなニーズもあったことから、今年

度は、現役大学教員と企業、研究所職員による

「保護者セミナー」も開催いたします。 

11 「施策 13」について 

・アンケートの結果で特徴的なことがあ

れば教えて下さい。 

（産業振興課） 

・アンケートや企業訪問時のヒアリングの結

果からは、男性の育児休業取得に関して制度

化している企業は多いが、取得率が低く制度

が浸透していないことがあげられます。 

・その他、短時間勤務制度を導入している企

業が多くありました。 

12 「施策 14」について 

・ミスプリ？マタニティーブルーでは？ 

 

（健康増進課） 

・「マタニティーブルーズ」の誤りですので、

訂正します。「マタニティブルーズ」は、産後

間もない時期からみられる、気分の落ち込み

や疲れやすさ、いらいら感などを指します。マ

タニティサロン育児編では、夫や親族がマタ

ニティブルーズを正しく理解し、その対応方

法として、産婦の話を聞いたり、育児を協力す

ること等について情報提供しています。 



13 「施策 15」について 

・2019 年度の計画に新規項目が入り進化

しているところが評価できる！ 

 

（生涯学習推進課） 

・今後も社会力を強化するための講演を企画

したいと考えております。 

14 「施策 16」について 

・「移動型のあかちゃんの駅」は大変良い

と思う。市のイベントだけでなく、後援・

共催イベントでも利用できないだろう

か？ボランティアを募って実施はでき

ないか？ 

 

（こども政策課） 

・今後、市の後援・共催イベントでも利用でき

るよう取扱（貸出し）要項、ＰＲについて検討

していきます。 

 なお、本事業は、常時人員の配置を必要とす

るものではないことを申し添えます。 

15 「施策 18」について 

・ある審議会等委員の女性登用について

実績値を見るとなかなか進んでいない

気がします。今回、「学校長会長」として、

審議会の参加依頼を受け、「校長会代表」

として、女性校長の参加を打診しました

が、「できない」との回答でした。同様な

ことが他の審議会でもあるのではない

でしょうか。次年度からの推進に向け

て、各審議会において、女性委員がどれ

位登用されているのか、また、次年度か

らの推進に向けて”規約”等の改正に

より、どの程度の審議会で実績をあげて

いけるのか検討してはどうか。 

 

 

（男女共同参画室） 

・附属機関の委員は、条例又は規則により定

められた条件の方を任命することが多く、中

には、「各種団体の代表者」のように、役職を

限定して任命する委員も必要だと考えます。

しかし、団体の代表を務める方が男性が多い

ため、現状のように男性が多くなるものと考

えております。その場合は、その他の条件の

「学識経験者」や「市民委員」から女性の委員

を任命することで、女性の参画を推進できる

と考えています。なお、女性委員の登用は、

徐々にではありますが、増加傾向ですので、今

後も任命の際には女性委員の登用について継

続して推進してまいります。 



16 「施策 19」について 

・全職員に対する女性職員の割合は、保

育士を除く一般職ではどのくらいでし

ょうか。 

・保育士を含めた全体の割合も教えて下

さい。 

 

（人事課） 

・保育士、幼稚園教諭を除く一般事務職では、

男性 488 名、女性 329 名であり、女性職員の

割合は約 40％です。 

・保育士、幼稚園教諭を含めた場合は、男性

510 名、女性 584 名であり、約 53％です。 

※行政職給料表（１）から算出 

17 「施策 21」について 

・計画で示された内部相談員数３は達成

されたのか？ 

・「ﾊﾗｽﾒﾝﾄ苦情処理委員会」は設置された

のか？ 

・評価 B は適切か？ 

 

（ワークライフバランス推進課） 

・内部相談員３は他部署の職員を含めた数値

と想定していましたが、昨年度はワークライ

フバランス推進室の職員３名が相談員として

事案に対応しました。 

・国のハラスメント規制法の動向が確定して

いなかったため、ハラスメント苦情処理委員

会の設置を盛り込んだ「ハラスメントの防止

等に関する規程」の施行を保留としていまし

た。 

・実施計画にある外部相談窓口の設置、研修

は実施済であり、また、上記のハラスメントの

防止に関する要綱も公布案は作成済であるこ

とから「評価Ｂ」としています。 

 

18 「施策 21」について 

・国において労働施策推進法の改正が５

月に成立しましたが、市の施策におい

て、パワハラ防止の為の施策や計画の変

更は検討されていますか。 

 

（ワークライフバランス推進課） 

・質問 17 の回答のとおり、ハラスメントの防

止に関する要綱の公布案は作成済です。また、

イントラ掲示板を利用し、パワハラを含めた

ハラスメント防止の啓発活動を行う予定で

す。 



19 「施策 22」について 

・2019 年度実施計画は大変良いと思う。

個別対応は手間がかかるが、良い結果を

生むので是非続けてほしい。 

 

（ワークライフバランス推進課） 

・個別説明は、2018 年 6 月から開始しており、

男性の育児休業取得促進に一定の効果をあげ

ています。今年度も引き続き、個別説明を実施

し、男性の 2 週間以上の育児休業取得 100％

を目指します。 

20 「施策 27」について 

・市・県の他に、県内 NPO、県外 NPO と

の連携も 2019 年度計画に入れ、施策内

容を進化されるのはいかがか？ 

 

（男女共同参画室） 

・すでに県内 NPO 法人とは連携をしており、

合同勉強会等を行っておりますので、計画に

記載します。 

21 「施策 27」について 

・一時保護所は県内に１か所あるだけで

しょうか。もしそうであれば、つくば市

や近隣に設置が必要ではないかと思い

ますが、県に設置を要望するなどの働き

かけについてはいかがでしょうか。 

 

（男女共同参画室） 

・一時保護施設は、現状県内に１か所であり、

場所は一時保護の観点から非公開となってお

ります。設置の要望については、現在の利用状

況（数年に１件程度）などから、早急に必要で

あるとは考えておりません。また、保護施設

は、近隣に有ることが望ましいとは限らない

と考えております。 

22 「施策 28」について 

・文言の質問です：「社会資本」とあるの

は何を指すのでしょうか？ 

 

（男女共同参画室） 

・「社会資源」の誤りですので、訂正します。

社会資源とは、利用者がニーズを充足したり、

問題解決するために活用される各種の制度・

機関・法律・情報などの総称を意味しておりま

す。 



23 全体について 

●実績記述に、具体的な数字、場所等が

記述されるとわかり易い。 

●自己評価、達成度について、基準がば

らついている感がある。公表前に統一的

再検要。 

●市の行政の守備範囲の広さと対応に

はご苦労が多いと思います。市民の立場

立場で要求や考え方が違うでしょうか

ら、どうしても情報の提供が主で、「選択

するのはあなた」という施策にならざる

を得ない部分もあると理解しました。お

疲れ様です。 

●2019 年度施策が 2018 年度と同じ抽象

的な記載の施策が多いのですが、現時点

で計画がないという事なのでしょうか。 

 

（男女共同参画室） 

・実績欄及び計画欄について、できるだけ具

体的に記述します。 

・計画達成度については４段階、指標達成度

については３段階の基準を設けて評価を行い

ました。 

 

24 その他 

・今年度から市で室を発足させた SDGs

について、男女共同参画室とどのように

連携するかは、お聞きしたいと思いま

す。 

 

（男女共同参画室） 

・現時点では、当室と持続可能都市戦略室と

で具体的な事業の連携はしておりません。男

女共同参画を推進するにあたっては、ＳＤＧ

ｓの理念やつくば市持続可能都市ヴィジョン

を十分意識した取組を実施してまいります。 

また、計画の作成や進捗時、イベントの開催時

などに、随時連携しながら男女共同参画の推

進及びＳＤＧｓの普及を進めていければと考

えております。 

 

25 その他 

・先日、県でパートナーシップ制度が実

現する運びになったと聞いていますが、

つくば市ではパートナーシップ制度に

ついてはどのようになっていますか。ま

たどのようにお考えでしょうか。 

 

（男女共同参画室） 

・県が「パートナーシップ宣誓制度」を創設し

たことで、つくば市民を含む全県民が制度を

利用きることになりました。つくば市として

も、パートナーシップ制度が適用できる事業

について、検討してまいります。 
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